
　

○　服務規律を遵守し，児童や保護者からの信頼される教職員であることを決意します！ 呉市立白岳小学校決意表明

求められる教職員像
○高い倫理観と豊かな人間性をもっている。
○専門性を発揮し，的確に職務を遂行できる。
○確かな授業力を身に付けている。
○新たな物に積極的に挑戦する意欲をもってい
る。

○子供に対する教育的愛情と教育に対する使命感をもってい
る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　○社会や子供の変化に柔
軟に対応できる。
○豊かなコミュニケーション能力を有している。
○他の教職員と連携・共同し，組織的に職務を遂行できる。

教職員の規範意識・
倫理観の確立

○服務研修の改善のための
事後アンケートを行う。
○個人情報管理簿等の点検
を毎日行う。

○月に1度，入退校時刻の個
人票や学校平均を提示し確
認する。

○個人情報等の管理，情報セキュ
リティに対する甘さがある。
○研修において，当事者意識を
もって取り組む姿勢に改善は見ら
れたが，まだ課題が残る。

○全体的に退校時刻が早くなった
が，まだ退校時間が19時になる者
や学年がいる。

○計画されている服務研修を確実に行う。
○研修は，教職員が主体的に取り組めるように分
担をする。
○管理職は，最新の情報を提供し，喫緊の課題
に対応する。

○入退校時刻を意識して業務できるよう，声かけ
を行うとともに，黒板の日程表に本日の退校時刻
を提示する。

相談体制の充実

○「体罰・セクハラ相談窓口」を「ふ
れあい相談日」として設定してい
る。相談内容について学校だより
「白岳の風」で知らせているが，認
知度が低い。
○管理職等への直接の相談が多く
見られる。
○スクールカウンセラーの認知度
が低い。

○「体罰・セクハラ相談窓口」の周知
を繰り返し行い，相談しやすい体制
をつくる。

○いつでも相談できる環境を作る。

○スクールカウンセラーと児童・保護
者との関係を高める取組を行う。

○学校だよりに保護者に周知するとともに，すべ
ての教室にポスターを掲示し，担当の職員を明示
する。
○児童がいつでも相談できるよう声かけをしてい
く。
○教職員については，面談等も活用し，相談を受
け付ける。

○高学年において児童全員へのカウンセリングを
行う。
〇担任とスクールカウンセラーによる授業を行う。

○服務規律等の研修の時期，方
法，内容の工夫と改善を図り，当事
者意識をもって取り組める研修にし
ていく。

○計画的に業務を行い，常に進捗
状況を確認する。

○学期ごとに児童，保護者及
び教職員対象のアンケートを
実施する。

○相談内容について記録を
作成する。

○計画的にカウンセリングや
授業日を設定する。

学校組織としての不
祥事防止体制の確立

○分掌部や学年部を中心に生徒
指導体制等，教職員個人の技量に
依存しない組織体制を構築してい
るが，複数指導・指導方法等の徹
底など，不十分な面もある。

○全教職員での情報共有が十分
にできていないことがある。
○事後報告を失念することがある。

○教職員がチーム（特に分掌部，学
年)で仕事を進めていく意識をもち，
更なる協力体制を構築する。
○「ほめる文化」を醸成する。

○報告・連絡・相談・確認を徹底し，
情報の共有を図る。
○事案についてついて記録をとる。

○分掌会や学年会を定例化し，大規模校のメリッ
トを生かし，学年での仕事の分担を行う。
○管理職から率先して教職員に声かけをし，模範
になる活動等に感謝の思いを伝える。

○「報告・連絡・相談・確認」を合言葉に意識を高
め，確実に報告，連絡，相談及び確認を行う。
○生徒指導主事や学年主任等，主任層が進捗状
況及び事後の報告までしっかりと行うように呼び
かけるとともに確認する。

○不祥事防止委員会や生徒
指導・特別支援教育推進委員
会，学年主任会で情報交換を
行い，取組状況を把握する。

○週一回の暮会等で教職員
に周知する。
〇管理職がその後の様子に
ついて生徒指導主事や学年
主任に確認する。
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